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さ

く

ら

ま

つ

り

従
来
の
会
場

に
⽐
べ
︑
さ
く

ら
が
な
い
︑
地

域
外
の
お
客

さ
ん
が
少
な

い
等
の
感
が

あ
っ
た
の
は
︑

残
念
で
し
た
︒

し
か
し
こ
の

悪
条
件
で
無

事
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
ら
れ

四
月
六
、
七
日
の
全
国
的
な
暴
風
雨
で
有
馬

川
の
さ
く
ら
も
終
り
ま
し
た
。
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
さ
く
ら
ま
つ
り
も
、
山
口
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
七
日
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
山
口
ホ
ー
ル
に
設
け
ら

れ
、
分
区
の
ふ
れ
あ
い
喫
茶
等
が
展
開
さ
れ
、

日高 昭夫

２月２５日、山口公民館で開催された「権利擁護セミ

ナー『成年後見制度って？』に参加した。社協の役員会で

案内があり、民生委員の役割とも関連して関心を持ってい

たテーマだった。

受講者の９名という少なさが、成年後見制度という一般

にはまだまだ馴染みのない制度の現実を窺わせた。講師の

西宮市の権利擁護センターの相談員でもある徳山弁護士か

ら以下のような話を聞いた。

地
域
に
伝
わ
る
郷
⼟
⽂
化
の
再

⽣
だ
と
思
い
ま
す
︒
⼦
ど
も
た
ち

が
き
っ
と
次
世
代
に
も
伝
え
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
︒

ま
た
地
域
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇

団
も
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
︒
こ
の

よ
う
に
地
域
の
⽂
化
の
花
が
咲

く
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
︒
地

◆成年後見制度は、認知症、知的障害、精神障害などで判断能力が不十分な人を保護・支援す

る制度で、家庭裁判所から選ばれた後見人等が本人に代わって財産管理をしたり、日常生活の

様々な契約を結んだりできる。裁判所の審判で選任される「法定後見」と、本人が判断能力が

十分なうちに候補者と契約をしておく「任意後見」とがある。

◆成年後見人の役割には「本人の財産目録作成」「本人に代わって介護サービスや施設入所契

約を行う（代理権）」「本人の預金通帳などの財産管理と収入支出の記録作成」「本人が行っ

た不利益な契約などの取消し（取消権）」などがある。

◆成年後見人は、家庭裁判所が本人の環境や状況を判断し、最も適切と思われる人を選任する。

実態としては配偶者、親、子ども、兄弟姉妹等の親族が約６割を占め、それ以外では法律・福

祉の専門家が選任されるケースがある。

さ
く
ら
ま
つ

り
を
︑
社
協
の
メ

ジ
ャ
ー
な
⾏
事
と

し
て
位
置
づ
け
︑

今
後
と
も
地
域

づ
く
り
の
⼀
環

と
し
て
が
ん
ば

り
︑
各
⾃
治
会
等

を
巻
き
込
ん
で
︑

受講後、この制度について調べてみた。セミナーで

講師から紹介された法テラス（法律に関する総合情報

サービスセンター）にも電話（0570-078374）し

た。宮っ子の特集記事「3１８号（2012年9・10月

号）」も役立った。以下はその成果である。

そもそも何故、成年後見制度が必要なのか。平成12

年4月、介護保険制度の開始に伴い、認知症高齢者が

介護保険制度を利用しようとする場合、契約時には後

見人を立てなければならず、そのため成年後見制度と

介護保険制度は相互補完の関係で同時に施行された。

他方で高齢化の進展で判断能力が不十分なお年寄り

が悪徳商法の被害を受ける事例が増えている。後見制

度の被後見人である被害者本人が行った不利益な契約

は、クーリングオフ以降であっても後見人が取消すこ

とができる。後見開始後、後見人、被後見人の氏名等

が法務局に登記され、法的に取消権が保障されている

からだ。

民生委員の担当地区に認知症が懸念される独り住い

のお年寄りがいる。悪徳商法の被害に遭わないとも限

らない。家族の方も含めた成年後見制度のアナウンス

が必要だと思った。



「
バ

リ

バ

ラ
」
の

イ

ン

パ

ク

ト

最
近
「
福
祉
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

ひ
と
口
に
「
福
祉
」
と
い
っ
て
も
色
々
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
高
齢
化
社
会
の
問
題
や
、
障
が
い
者
と
そ
の
家

族
の
問
題
な
ど
様
々
で
す
。

そ
ん
な
中
で
テ
レ
ビ
で
も
「
福
祉
」
関
係
の
番
組
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
し
て
い
る
幾
つ

か
の
番
組
を
紹
介
し
ま
す
。

『
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
』
（
月
～
木
・
二
〇
時
～
二
〇

時
三
〇
分
）
は
、
障
が
い
や
病
の
あ
る
人
、
悩
ん
で
い

る
人
、
支
え
る
家
族
や
共
感
す
る
人
た
ち
、
「
生
き
づ

ら
さ
」
を
抱
え
る
全
て
の
方
々
が
つ
な
が
る
場
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
人
び
と
に
向
け
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
福

祉
番
組
で
す
。
様
々
な
テ
ー
マ
を
視
聴
者
同
士
で
対
話

で
き
る
「
カ
キ
コ
ミ
板
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
色
々
な

テ
ー
マ
が
あ
る
の
で
、
観
て
い
て
、
私
の
知
ら
な
か
っ

た
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

す
。
ま
た
交
流
で
き
る
場
や
役
立
つ
情
報
の
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ろ
う
あ
者
の
た
め
の
番
組
も
あ
り
ま
す
。
日

曜
日
に
は
『
み
ん
な
の
手
話
』
（
一
九
時
～
一
九
時
二

五
分
）
、
『
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
手
話
』
（
一
九
時
二
五
分
～

一
九
時
三
〇
分
）
、
『
ろ
う
を
生
き
る
・
難
聴
を
生
き

る
』
（
一
九
時
三
〇
分
～
一
九
時
四
五
分
）
と
三
つ
の

番
組
が
続
け
て
あ
り
ま
す
。
ろ
う
者
、
難
聴
者
、
中
途

失
聴
者
の
方
々
が
必
要
と
す
る
情
報
を
提
供
し
て
く
れ

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

福

祉

番

組

紹

介

私
に
と
っ
て
最
も
衝
撃
的
だ
っ
た
の
が
『
バ

リ
バ
ラ
～
障
害
者
情
報
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
』
（
金

曜
二
十
一
時
～
二
十
一
時
三
十
分
）
と
い
う
番

組
で
す
。
「
バ
リ
バ
ラ
」
と
は
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」
の
略
で
あ
り
、
出
演

者
は
障
が
い
者
が
中
心
で
す
。
「
日
本
初
の
障

が
い
者
の
た
め
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
」
と
い

う
こ
と
で
、
障
が
い
者
自
身
が
自
ら
の
障
が
い

を
ネ
タ
に
し
て
笑
わ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
出
演
者
の
明
る
さ
に

ビ
ッ
ク
リ
。
そ
し
て
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
と

い
う
か
、
失
礼
な
が
ら
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ

た
恋
愛
、
出
産
、
子
育
て
、
就
労
、
性
な
ど
に

つ
い
て
お
笑
い
を
含
め
心
を
明
か
し
て
く
れ
る

番
組
で
す
。
介
護
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
私

は
、
障
が
い
者
の
方
々
と
た
く
さ
ん
関
わ
り
ま

す
。
殆
ど
が
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
中
に
は
大

人
の
方
も
お
ら
れ
て
「
バ
リ
バ
ラ
」
の
よ
う
な

障
が
い
者
の
本
音
が
聞
け
る
番
組
は
と
て
も
貴

重
で
す
。
い
た
だ
い
た
番
組
に
出
演
さ
れ
た
よ

う
な
方
々
の
現
実
を
ま
ず
知
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
よ
う
な
方
々
と
少
し
で
も
関
わ
っ
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

お話の中で特に重要だと思ったのは、要介護認定についてです。認定の申請には、主治医

の意見書が必要なため、往診などしてもらえる近隣のお医者様を決めておくといいでしょう。ま

た、大きな医療機関に通院されている方は、先生にお願いをしてください。申請される時は、主

治医にその旨を必ず伝えておいてくださいとのことでした。要介護認定の結果、「要介護状態

（要介護１～５）は介護給付の利用」「要支援状態（１、２）は予防給付の利用」「非該当はあんし

ん窓口に相談」に分かれます。

次に介護予防についてですが、なるべくなら介護されずに元気に暮らしたいと誰もが願うもの。

そのための予防として生活習慣の見直しが必要です。食生活を正しくし、体を動かすこと。また

外に出て地域の方と仲間づくりをして、一日に１０人の方とお話ししてほしい言われました。

私たち北六甲台分区の活動の中にも、交流事業として毎年１月には７５歳以上の方を対象に

ふれあい交流会が、９月には敬老のつどいが行われています。また、ふれあい喫茶は毎月第２

水曜日には北六甲台自治会館で、第３水曜日には上山口安心プラザで開催されています。ぜ

ひ玄関から一歩踏み出して交流を深めてほしいと思います。

大変参考になるお話しが続き、皆さん真剣に聞き入っておられました。質疑応答もあり、楽し

い体操も組み入れて頂き、有意義な時間を過ごせました。また最後に安心プラザのボランティ

アセンターの紹介もさせて頂きました。

あんしん窓口は、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らせるようにさまざまな支援

を行う市の相談窓口です。何か困ったことがあれば、どんなことでも相談して下さいと話されて

いました。また歩くのに杖が必要な方は窓口にご連絡頂いたら、無償でお渡ししますとのことで

第３回福祉講座

３月２日（土）午後１時半より、今年度最後の福祉講座を

コミセンで開催しました。粉雪舞う寒い中を多くの方にご参

加頂き、本当にありがとうございました。今回は「西宮市高

齢者あんしん窓口・山口をご存じですか？ボランティアセ

ンターご利用したことありますか？」のテーマを掲げ、講師

として社会福祉士介護支援専門員の柴田美代子さんと、

連絡先
西宮市高齢者あんしん窓口

078-903-0525

介護認定問合せ

西宮市介護認定グループ

0798-35-3133

柴田美代子さん 谷口美和さん

研修部 中野 陽子


